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１ 社会の急激な変化 

地球規模の情報技術革新に起因する高度情報化やグローバル化は、日本の

社会・産業・経済に構造的変化をもたらした。世界的な経済状況の悪化、今

後到来する超高齢化社会など、私たちを取り巻く社会環境の変化は激しく、

先が見通せない状況にある。 
また、終身雇用・年功序列といった横並びの雇用慣行が変容しつつあり、

若年者の失業率・非正規雇用の割合が増加するなど、雇用情勢は厳しさを増

している。 

２ 生徒の変化  

高等学校への進学率は９割を超え、生徒の興味・関心、能力・適性、進路希

望等の多様化が進んでいる。 

高校生の学力・学習状況については、特に学力中位層の学習時間の減少とと

もに、基礎学力の不足や学習意欲の面での課題が指摘されている。また、一部

の高等学校においては、義務教育段階での学習内容を十分に身に付けていない

者も少なからず見られる。 
        

３ 多様な学習ニーズへのきめ細やかな対応 

① 若者の社会的・職業的自立や、生涯にわたるキャリア形成を支援するため、キャリア

教育や職業教育を充実していくことが強く求められる。 
② 社会全体の変化に対応し新たな価値を主導・創造する人材を育成することは重要であ

り、意欲と能力のある生徒に対して、ハイレベルな学習機会や切磋琢磨する場をより一

層確保することが求められる。 
③ 日本人としてのアイデンティティや日本の歴史と文化に対する深い教養を前提とし

て、豊かな語学力・コミュニケーション能力、主体性・積極性、異文化理解の精神等を

身に付けて様々な分野で活躍できるグローバル人材を育成することが求められる。 
④ ＩＣＴや様々なメディアを活用することにより、生徒の多様な質の高い学びを実現す

るために効果的な授業の在り方を検討することも必要である。 
（「中教審初等中等教育分科会高等学校教育部会 審議のまとめ」（平成26年３月）より抜粋） 

これからの特色ある高等学校づくり 

 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
                                                                                 

 
 
 
 
 
 
 
 

高等学校教育をめぐる現状 

○ 急速に進展する高度情報化やグローバル化が社会・産業・経済に構造的変化をもたらし、社会環境が激しく変化している。 

○ 生徒の興味・関心、能力・適性、進路希望等の多様化が進んでおり、多様な学習ニーズに応じたきめ細やかな対応が求められている。 

○ キャリア教育・職業教育の充実、グローバル人材の育成、ＩＣＴの活用など、さまざまな対応が求められている。 
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愛知県立高等学校の現状と課題 

○ 本県では平成13年11月「県立高等学校再編整備基本計画」を発表し、これに基づいて総合学科の設置、普通科へのコース設置、専門学科での学科改編、中高一貫教

育の推進、高校の適正な規模・配置など、「魅力と活力ある県立高等学校づくり」を行ってきたが、時代の変化に伴い、新たに以下の課題が生じている。 

① 生徒の個性を一層伸ばす学校・学科づくりや、生徒の学習ニーズや進路希望に対応した学校・学科づくりが求められている。 

② 新たなキャリア教育のあり方や、時代の変化に合わせた職業学科のあり方についての対応が求められている。 

③ 不登校生徒や日本語能力が十分身に付いていない外国人生徒などへの対応が求められている。 

再編整備計画による取組状況 

○総合学科の設置 

  平成 26 年度現在、県立高校９校に総合学科を設置 

○普通科へのコース設置 

平成 26 年度現在、県立高校 23 校に 25 コース（情報 

活用コース９校、国際理解コース４校など）を設置 

○専門学科の充実 

平成 14 年度から平成 22 年度までに、32 校の専門学科 

をもつ高等学校において学科改編を実施 

平成 28 年度に愛知総合工科高校を開校予定 

○中高一貫教育の推進 

平成 16 年度から北設楽地区で、平成 22 年度から作手 

地区において連携型中高一貫教育を開始 

 ○適正な規模・配置 

  適正な学校規模の確保（５組の再編統合） 

特色ある教育活動 

○キャリア教育の推進 

キャリア教育ノートの活用とインターンシップを推進す

るための「あいち夢はぐくみサポーター」制度の創設 

 ○理数教育の推進 

  国のスーパーサイエンスハイスクール事業などを活用し、

次代を担う科学技術関係人材を育成 

 ○国際理解教育の推進 

  あいちグローバル人材育成事業により、語学力とともに 

異文化理解力を高め、グローバル人材を育成 

県立高等学校におけるキャリア 

教育・職業教育の一層の充実 

学科改編やキャリア教育を支援するしくみづくり

グローバル社会や地域で 

活躍できる人材の育成 

理数、英語、芸術、ｽﾎﾟｰﾂ等が得意な生徒の個性伸長

魅力ある高等学校教育の充実

安全で快適な教育環境の整備 

生徒のニーズを踏まえたさまざま

なタイプの高等学校の適正な配置

不登校生徒や外国人生徒等への対応 

大幅に生徒が減少する 

地域における対応 

時代の変化や生徒の 
ニーズを踏まえた 
高等学校づくりの推進 

２



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生徒の個性・能力を大きく伸ばす学校づくり 

○ 本県では、理数教育、英語教育をはじめ、さまざまな分野で、より高度な知識・技能を身に付けた人材の育成に取り組んでいる。 

○ 今後、わが国の各分野を牽引していくリーダーの育成を図るべく、生徒の個性・能力を最大限に伸ばす学校づくりが必要である。 

理数 

英語 

芸術 

スポ
ーツ 

◆スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）全国 204 校 

 岡崎高校、一宮高校、時習館高校、明和高校、刈谷高校、豊田西高校、半田高校

 将来の国際的な科学技術系人材の育成を図る。 

○あいち科学技術教育推進協議会 

  発表会「科学三昧 in あいち 2013」【25 年度】669 名参加 

 ○知の探究講座 

６大学と連携し、高度な理数教育を受講【25 年度】6 大学に 165 名参加  

 ○あいち科学の甲子園 

全国大会の本県代表を選抜するとともに科学の裾野を広げる。 

  【全国大会結果】24年度岡崎高校 優勝 25年度一宮高校 ４位 

 ○コスモサイエンスコース（３校） 

  瑞陵高校、春日井高校、岡崎北高校 

あいち科学技術教育推進協議会

◆スーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）全国 56 校 

 旭丘高校 

 国際的に活躍できるグローバル・リーダーの育成を図る。 

○あいちスーパーイングリッシュハブスクール（12 校）  

  英語をコミュニケーションの道具として高いレベルで使いこなす人材の

育成を図るため、先進的英語教育の拠点となる高等学校を指定 

 ○国際教養科（３校） 

千種高校、尾北高校、御津高校 

○音楽科 明和高校 

○美術科 旭丘高校 

○アートデザイン系列 岩倉総合高校 

 ○芸術文化系列 豊田東高校 

発表会「科学三昧 in あいち 2013」 【25 年度】669名が参加

○スポーツ科学科 三好高校   ○スポーツ科学系列 知多翔洋高校 

○スポーツコース 海翔高校    ○スポーツ・健康系列 岡崎東高校 

○健康スポーツ系列 蒲郡高校 ○健康科学系列 瀬戸北総合高校

【参考】横浜市立横浜サイエンスフロンティア高校（理数科） 

平成 21 年に開校した「先端科学技術の知識を活用して、世界で幅広く活躍する人

間の育成」を掲げる理数科高校。国から平成 22 年度にＳＳＨ、平成 26 年度にＳＧＨ

の指定を受けた。 

【参考】東京都立国際高校（国際学科） 

平成元年に開校した「グローバルな視点に立った人間理解と国際理解を通じて心身

共にバランスのとれた人間の育成」を掲げる国際学科高校。東京都教育委員会は、平

成 25 年３月、国際バカロレア（ＩＢ）の認定取得を目指す学校に選定した。 

【今後の方向性】 

国は、高付加価値を生み出す科学技術系人材を戦略的かつ体系的に確保するため、

理数好きな子どもの裾野を拡大し、才能を見出して、創造性を育み、伸ばすことを 

目指している。本県としても、この方向性を踏まえ、国の事業を活用するとともに、

独自に教育委員会と地元の大学、研究機関、企業等との連携を促進して、グローバル

な視点にもつ人材の育成に図る必要がある。 

【参考】栃木県立足利南高校（総合学科） 

平成 12 年に普通科を総合学科に改編。芸術・スポーツ系列の系列があり、この系列

では、音楽・美術・書道・演劇等の創作活動やスポーツの理論・実践活動を通じて、

豊かな表現能力や科学的にスポーツを実践する意欲・能力・態度の育成する。 

【今後の方向性】 

 あいち国際戦略プランの「国際人材戦略」の方針を踏まえ、ハブスクールを中心に

グローバル化に対応した新たな英語教育を進めることが必要である。 

【今後の方向性】 

  生徒の多様なニーズに対応するため、芸術・スポーツに秀でた生徒の個性・能力の

伸長を目指すための方策が必要である。 

３
◆は国の研究指定事業 
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【参考】本県での設置状況 

１ 全国の設置状況 

H25 公立高校中高一貫教育校の設置状況 

（公立全日制高校入学者数上位 10 都道府県と近隣の岐阜県・三重県） 

 中等 併設 連携 計 

北海道 1  7 8 

埼玉  1  1 

千葉  1 1 2 

東京 6 5 6 17 

神奈川 2  2 4 

静岡  3 3 6 

愛知   2 2 

大阪   2 2 

兵庫 1 1 2 4 

福岡 1 2  3 

岐阜   4 4 

三重   3 3 

全国 29 74 81 184 

 

○ 中高一貫教育の実施形態 

①中等教育学校…同一の設置者が一つの６年制の学校として運営する。 

②併設型中高一貫教育…同一の設置者が中学校・高等学校を併設する。  

③連携型中高一貫教育…市町村立中学校と都道府県立高等学校が連携する。 

○ ①、②を実施する際の課題 

・県立中学校を設置する必要がある。 

・入学者選抜方法を検討する必要がある。 

・市町村との調整を図る必要がある。 

中高一貫教育の現状と課題 

○神奈川県の連携型中高一貫教育校 

・愛川町立３中学校と県立愛川高校(H22～) 

地域の教育資源を活用した地域密着型

の教育活動を展開 

・横浜国立大学教育人間学部附属 

横浜中学校と県立光陵高校(H22～) 

中・高・大連携による教育実践 

○ 中高一貫教育とは、６年間の一貫した教育課程や学習環境のもとで、生徒一人一人の個性をより重視した教育の実現を目指す制度で、全国の公立高校では、184

校の中高一貫教育校が設置されている。 

○ 本県の県立高校では、中山間地域において連携型中高一貫教育が2地域で行われているが、中等教育学校と併設型中高一貫教育校は設置されていない。 

【北設楽地区の連携型中高一貫教育】 
（平成 16 年度～） 

田口高等学校 

（普通科、林業科）

【作手地区の連携型中高一貫教育】 

（平成 22 年度～） 

田口高校と地元４中学校との間で、 

北設楽地域全域にわたる連携を実施 

作手校舎と作手中学校との間で 
１対１の密度の高い連携を実施 

設楽町立設楽中学校 

設楽町立津具中学校 

東栄町立東栄中学校 

豊根村立豊根中学校 

連
携 

新城市立 

作手中学

連
携 

新城東高等学校 

作手校舎 

(人と自然科) 

交流授業 

部活動交流 

芸術展覧会交流 

キャリア教育 

中３の学習到達度検証

農業体験学習 

 

                  

 

○東京都の中等教育学校 

・都立小石川(H18～)、都立桜修館(H18～)、区立九段(H18～)、都立立川国際(H20～)、都立南多摩(H21～)、都立三鷹(H22～) 

  【都立小石川の例】・応募資格…東京都在住 

            ・適性検査と小学校 5年と 6年の学習の記録で合否を決める。 
            
 生徒間の学力差への対応や６年間を通じた系統的な教育課程の編成が課題になっています。今後、入学者決定にお

ける適性検査の在り方や教育課程の特例の具体的運用、意欲や力量のある教員の確保策等について検証し、６年間を

通じた計画的・継続的な教育活動を展開することにより、将来のリーダーとなり得る人材を育成します（平成 24 年

２月 都立高校改革推進計画 第一次実施計画より） 

交流授業…数学、

英語での系統 

交流授業 

部活動交流 

文化的交流 

ふるさと学習 

キャリア教育 

中高一貫 

「基礎学力検査」

共同体験活動 
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  の地域は総合学科へ通学する生徒の割合が少ない地域である。 

総合学科の設置について 
○ 総合学科を設置している県立高等学校は９校で、名古屋市立西陵高等学校を加えると10校である。（全日制県立高等学校148校１校舎） 

○ 総合学科は、従来の普通科、職業科という枠にとらわれず、学校が幅広く総合的に選択科目群を開設し、生徒の個性を生かした主体的な選択による学習を可能にする

学科で、多くの志願者を集めている。  

○ 多様な進路希望をもつ生徒の受け皿として総合学科は効果があり、総合学科へ通学する生徒の割合が少ない地域への設置を検討する必要がある。 

総合学科（９校） 

設置年度 学校名 系  列  名 

Ｈ１１ 岩倉総合 
①人間文化  ②自然科学   ③国際ビジネス  ④情報   

⑤流通管理  ⑥アート・デザイン  ⑦語学コミュニケーション 

Ｈ１５ 蒲郡 
①人間文化  ②自然科学  ③国際文化    ④情報ビジネス 

⑤流通管理  ⑥ビジネスコミュニケーション  ⑦健康スポーツ

Ｈ１６ 鶴城丘 
①人文科学  ②自然科学  ③国際ビジネス  ④情報システム

⑤メカトロニクス  ⑥アグリサイエンス    ⑦環境デザイン

Ｈ１７ 杏和 
①人間探究  ②自然探究  ③国際理解    ④ビジネス   

⑤ライフコーディネート   ⑤福祉サービス  ⑥情報活用  

Ｈ１７ 知多翔洋 

①人間科学  ②数理科学  ③異文化理解  ④環境科学 

⑤スポーツ科学  ⑥情報テクノロジー  ⑦ライフカルチャー  

⑧国際ビジネス 

Ｈ１９ 豊田東 
①人文科学  ②自然科学  ③国際コミュニケーション 

④生活科学  ⑤福祉    ⑥情報・ビジネス  ⑦芸術文化  

Ｈ１９ 南陽 

①人文国際    ②自然科学    ③フードコーディネート  

④ライフクリエーション  ⑤福祉ネットワーク   

⑥情報ビジネス      ⑦総合探究   

Ｈ２０ 岡崎東 
①人文科学     ②自然科学  ③スポーツ・健康   

④ライフサポート  ⑤情報    ⑥環境  ⑦国際理解   

Ｈ２１ 瀬戸北総合 
①人文探究  ②自然探究  ③国際教養  ④福祉理解 

⑤情報創造  ⑥健康科学  ⑦生活科学   

 

 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

普 通 科 1.88 1.91 1.93 1.98 2.03 2.03 2.00 2.00 1.98 1.99

岩倉総合 2.04 2.88 2.43 2.00 2.05 2.11 1.98 2.13 1.66 1.80

蒲  郡 2.19 2.12 1.80 2.13 2.34 2.42 2.10 2.04 2.24 2.30

鶴 城 丘 2.47 2.25 1.84 1.82 2.11 1.99 1.93 1.79 2.21 1.98

杏  和 2.70 2.04 2.84 3.08 3.38 3.88 2.72 3.05 2.39 2.53

総合学科と普通科の一般入学の志願倍率の推移 

岩倉総合 

６学級 瀬戸北総合

６学級 

杏和  

６学級 

豊田東 

６学級 
南陽  

６学級 

知多翔洋 

７学級 

西陵  

６学級 

岡崎東 

６学級 

蒲郡  

６学級 

鶴城丘 

６学級 

 

 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

知多翔洋 - 2.61 2.01 1.78 1.88 1.79 1.66 1.49 1.92 2.25

豊 田 東 - - 3.25 2.22 2.91 2.63 2.40 2.28 2.21 2.13

南  陽 - - 2.16 2.11 2.34 2.17 2.28 2.66 1.46 2.23

岡 崎 東 - - - 1.89 2.52 2.66 2.26 2.60 2.51 3.00

瀬戸北総合 - - - - 1.88 2.24 1.98 2.33 2.56 2.85 ６



 
 

 
 
コ ー ス(定員) H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

自然科学( 40) -  21   6  16   8  14   7 

自然探究( 20)  16   9   8   8   9   1  11 

環  境( 20)  21  19  20  22  30  21  15 

人間環境( 20)  20  30  21  18  28   9  20 

スポーツ( 20)  55  65  45  62  51  39  56 

 

豊橋西 

福江 

安城南

一色 

幸田 

衣台 

阿久比 

東浦

豊橋東 

津島

田口

岡崎北 

春日井

瑞陵 

加茂丘 

刈谷北 

日進 

守山 

一宮北 
犬山 

尾西 

海翔 

常滑 

新城 

普通科のコースについて 

○ コース制は、普通科の教育課程に専門科目等を積極的に導入することにより、生徒の多様なニーズにこたえることをねらいとする。 

○ 県立高等学校23校の普通科に25コース（定員各40人）を、地域のバランスを考慮し設置している。 

○ 多くの志願者を集めているコースがある一方、志願者がなかなか集まっていないコースもある。生徒のニーズを踏まえ、既設のコースの改廃や新しいコースの設置

を検討する必要がある。 

コース制（２３校２５コース） 

設置コース 趣 旨 開設校 

情報活用 

情報機器を活用した情報処理の方法などを学習し、高度情

報通信社会で生活するのに役立つ力を育成する。 

守山、犬山、尾西、東浦

衣台、幸田、安城南 

一色、豊橋西 （９校）

国際理解 
我が国及び外国の歴史・文化・言語に対する理解を深め、

国際社会で必要な素養を身に付けた人材を育成する。 

津島、常滑、刈谷北 

豊橋東 

ｺｽﾓｻｲｴﾝｽ 
比較的高度な理科的数学的な見方・考え方を学び、将来

の科学技術開発を担う人材を育成する。 

瑞陵、春日井、岡崎北 

福祉実践 
高齢社会における福祉実践の具体的方法を学習するととも

に、人を思いやる心や奉仕の精神を育成する。 

一宮北、福江 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 
英語の基礎学力の向上を図るとともに、国際化社会に適応

できる能力を育成するとともに、国際感覚を磨く。 

日進、阿久比 

自然科学 
自然科学の基本的な概念、原理などについての系統的な理

解を深め、自然科学研究を支える人材を育成する。 

加茂丘 

自然探究 
郷土への理解を深めるとともに、環境に関する基礎的な知

識を身に付け、自然環境を保護する態度を育成する。    

田口 

環境 
自然科学について深く学ぶとともに、データの処理・分析

を通して環境についての知識も身に付ける。 

海翔 

人間環境 
人と人を取り巻く環境とのかかわりについて理解を深め、

よりよい生活を支える環境のあり方を実践的に学ぶ。 

日進 

スポーツ 
運動の合理的な実践をとおして、体力の向上を図り、生涯

にわたって継続的にスポーツに親しむ意識を育成する。 

海翔 

 
 
コ ー ス(定員) H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

情報活用(360) 589 708 685 604 635 570 552 

国際理解(160) 183 132 122 136 125  74 126 

ｺｽﾓｻｲｴﾝｽ(120) 218 292 217 236 245 306 294 

福祉実践( 80)  36  25  56  50  76  43  49 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ( 60) 104  65  63  61   70  47  72 

主なコースの希望者数（推薦入試＋一般入試）の推移 
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